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【解答例】 

 1  

 (1) A： 電解精錬  B： CO2   

 (2) ① 2  ② 4  ③ 3 

 （3） 水酸化カルシウム Ca(OH)2が二酸化炭素 CO2と反応して水に溶けにくい

炭酸カルシウム CaCO3が生成するため。 

 (4) 還元剤 (5) ア， ウ， エ   

 

 2  

 (1) 2.5 × 10−3 mol/(L∙s) 

 (2) 1.3 × 10−3 mol/(L∙s) 

 (3) NO2： 5.4 L,  O2： 1.3 L 

 (4) NO2の生成速度は，N2O5の分解速度の 2 倍である。 
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